
令和８年 5 月吉日 

日本心臓血管麻酔学会 御中 

 

【第 7 回日本心筋保護心保存学会学術集会】開催のご案内 

 

拝啓 新緑の候、貴会におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は当学会の活動にご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

この度、下記の通り学術集会を現地＋ウェビナーのハイブリッドで開催致します。 

当会、団体名改称後の最初の大会でもあり、「心保存」をテーマにした演題を今回は 

設けております。貴会会員様へご案内をお願いさせて頂けますと幸甚に存じます。 

何卒宜しくお願い申し上げます。 

敬具 

記 

 ☆第 7 回日本心筋保護心保存学会学術集会 

  テーマ：灌流温度と心筋保護 ～心筋保護液の多様性と選択～ 

   期日：令和 8 年 6 月 6 日（土） 9:30-17:30・ハイブリッド開催  

大会長：赤地 吏（帝京平成大学・健康メディカル学部医療科学科 臨床工学コース） 

 

＊事前申込（専用ホームページ内：https://jsmp.jp/7th/「参加登録」より） 

 

 

問い合わせ：cust@jsmp.jp （JSMP 事務局・布施） 

 

 

 

以上 

 

一般社団法人 日本心筋保護心保存学会 

2026 年 1 月、組織名が変更になりました。 

 

https://jsmp.jp/7th/
cust@jsmp.jp


プログラム 

・内容が変更になる可能性がございます。 

＊開会の辞（9:30-9:40） 

赤地 吏先生（第 7 回学術集会・大会長） 

 

＊特別講演（9:40-10:30） 

座長：赤地 吏先生（帝京平成大学） 

演者：中田 善規先生（帝京大学大学院公衆衛生学研究科・教授） 

「医療保険と経済学的基礎」 

 

＊Emerging leaders Lecture（10:30-10:50） 

座長：戸田 宏一先生（獨協医科大学埼玉医療センター） 

演者：和田 卓也先生（Ohio State University） 

「アメリカでの DCD 心移植の現状について」 

 

＊休憩（10 分） 

 

＊Legend Lecture（11:00-12:00） 

座長：森田 紀代造先生（東京慈恵会医科大学） 

演者：松田 暉先生（医療法人嘉健会思温病院・名誉院長） 

    「心停止ドナーから見た心臓移植の世界の現状とわが国の課題」 

 

＊休憩（10 分） 

 

＊ランチョンセミナー（12:10-13:00）・共催：ノバ・バイオメディカル株式会社 

座長：原 哲也先生（長崎大学） 

演者：山田 高成先生（慶應義塾大学病院麻酔科・教授） 

演者：米谷 聡先生（大和成和病院麻酔科・部長） 

 

＊休憩（20 分）   機器展示案内 

 

＊教育講演（13:20-13:40） 

座長：安野 誠先生（群馬パース大学） 

演者：百瀬 直樹先生（自治医科大学さいたま医療センター臨床工学部） 

    「人工心肺操作における心筋保護のトラブル：その原因と対策」 



＊Current Topics Session（13:40-14:30） 

座長：安田 篤史先生（帝京大学）・片平 晋太郎先生（岩手県立中央病院） 

演者：坪川 恒久先生（東京慈恵会医科大学麻酔科・教授） 

    「経食道心エコーによる冠血流および Cardioplegia 灌流の可視化： 

選択的冠灌流症例を中心に」 

演者：坂野 彩先生（聖路加国際病院麻酔科） 

    「未定」 

 

＊休憩（10 分） 

 

＊一般演題（14:40-15:40）   公募の演題数により変動あり。 

座長：丸山 雄二先生（日本医科大学付属病院）・長嶋 耕平先生（虎の門病院） 

 

＊シンポジウム（15:40-16:40） 

テーマ 「灌流温度と心筋保護 ～心筋保護液の多様性と選択～」 

座長：赤地 吏先生（帝京平成大学）・ 横塚 基先生（三井記念病院） 

ディスカッサント：森田 紀代造先生（東京慈恵会医科大学） 

 

演者：増井 浩史先生（聖隷浜松病院臨床工学室） 

演者：山田 健太先生（静岡県立総合病院臨床工学室） 

演者：安田 徹先生（自治医科大学さいたま医療センター臨床工学部） 

演者：康本 豪哲先生（順天堂大学医学部附属順天堂医院臨床工学室） 

 

＊休憩（10 分） 

 

＊代表理事講演（16:50-17:10） 

座長：齋木 佳克先生（東北大学） 

演者：山本 浩史先生（秋田大学医学部附属病院） 

 

＊次回大会長挨拶（17:10-17:20） 

 築部 卓郎先生（第 8 回学術集会・大会長/神戸赤十字病院） 

 

＊閉会の辞（17:20-17:30） 

赤地 吏先生（第７回学術集会・大会長） 

 


